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大
平
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理
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故
大
平
総
理
の
死
は
、
正
に
戦
場
で
倒
れ
た
戦
士
の
壮
絶
、
凄
愴
な
死
で
あ
り
ま
し
た
。
枕
頭
に
あ
っ
て
故
大
平
総
理
の
最
期
を

見
届
け
た
瞬
間
、
国
政
の
渋
滞
は
瞬
時
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
人
と
の
争
い
を
好
ま
ぬ
大
平
総
理
が
皮
肉
に
も
運
命
の
い
た
ず
ら
か
、

党
内
抗
争
の
渦
中
の
人
と
な
り
、
病
床
に
あ
っ
て
常
に
選
挙
の
推
移
、
党
内
融
和
、
政
局
の
安
定
を
憂
慮
し
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
れ

で
最
早
争
い
の
な
い
安
ら
か
な
世
界
に
眠
る
人
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
四
十
五
年
余
に
わ
た
る
変
ら
ざ
る
私
と
の
交
友
関
係
等
、

公
私
に
わ
た
る
思
い
が
走
馬
灯
の
如
く
私
の
脳
裡
を
去
来
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

故
大
平
総
理
の
在
世
中
は
種
々
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
神
で
な
い
人
間
の
身
、
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
、
大
平
総
理
は

�
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
人
柄
、
一
度
熟
慮
し
て
決
め
た
こ
と
は
迷
わ
ず
実
行
す
る
性
格
、
自
己
顕
示
を
極
端
に
嫌
う
ハ
ニ
カ
ミ

屋
、
争
い
を
好
ま
ず
包
容
力
に
富
み
、
お
よ
そ
ズ
ル
イ
と
い
う
こ
と
と
は
正
反
対
の
誠
実
な
人
柄
�
で
あ
り
ま
し
た
。

故
大
平
総
理
と
の
附
合
い
は
同
じ
く
昭
和
十
一
年
に
大
蔵
省
と
農
林
省
に
入
省
し
、
戦
時
中
は
興
亜
院
に
派
遣
さ
れ
、
共
に
青
春

時
代
に
中
国
の
生
活
を
経
験
し
、
当
時
同
じ
興
亜
院
に
席
を
お
い
た
故
大
平
総
理
、
佐
々
木
前
通
産
大
臣
、
磯
崎
元
国
鉄
総
裁
、
村

田
ジ
ェ
ト
ロ
理
事
長
等
九
人
で
九
賢
会
を
結
成
し
、
故
大
平
総
理
を
誰
が
決
め
る
と
も
な
く
極
く
自
然
に
九
賢
会
の
代
表
格
と
し
て
、

今
日
に
至
る
ま
で
変
ら
ざ
る
交
友
関
係
を
続
け
て
き
ま
し
た
。



私
は
復
員
後
は
満
二
年
間
、
駒
込
林
町
の
故
大
平
総
理
の
旧
邸
で
居
候
生
活
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
故
大
平
総
理
と
の
貸
借

対
照
表
は
私
の
一
方
的
な
借
方
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
当
時
よ
く
議
論
を
し
ま
し
た
が
、
市
場
原
理
を
基
礎
と
し
た
自
由
主
義
体
制

の
信
奉
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
総
理
時
代
に
も
変
ら
ず
国
会
で
も
信
念
を
吐
露
し
、
自
由
主
義
経
済
の
効
率
性
を
説
い
て
止
ま
な
か
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

故
大
平
総
理
の
下
で
私
が
内
閣
官
房
長
官
と
な
り
、
病
床
で
最
期
を
看
取
り
、
棺
を
か
つ
ぎ
、
内
閣
・
自
民
党
合
同
罪
の
委
員
長

を
務
め
、
そ
し
て
静
々
と
第
二
次
大
平
内
閣
を
鈴
木
内
閣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
何
か
の
因
縁
か
運
命
の
不
思

議
さ
を
感
じ
ま
す
。

合
同
葬
儀
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
、
華
国
鋒
首
相
を
始
め
各
国
か
ら
多
数
の
首
脳
の
参
列
を
得
て
、
空
前
絶
後
と
も
思
わ
れ
る
盛
儀

で
し
た
が
、
特
に
数
多
い
庶
民
の
方
々
が
沿
道
で
棺
を
見
送
り
、
ま
た
葬
儀
に
も
参
列
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
故
大
平
総
理
の

人
柄
を
偲
ば
せ
る
も
の
で
し
た
。

故
大
平
総
理
の
政
治
家
と
し
て
の
途
は
、
恵
ま
れ
、
華
々
し
く
、
内
閣
官
房
長
官
、
外
務
大
臣
、
通
産
大
臣
、
大
蔵
大
臣
の
各
要

職
を
歴
任
し
、
党
に
あ
っ
て
は
政
調
会
長
、
幹
事
長
の
重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。
特
に
外
務
大
臣
と
し
て
日
中
国
交
正
常
化
、
日
中

航
空
協
定
の
成
立
に
は
文
字
通
り
生
命
を
か
け
、
今
日
の
日
中
友
好
協
力
関
係
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
、
幹
事
長
と
し
て
は
誠
心
誠

意
福
田
内
閣
を
支
え
、
党
勢
拡
張
、
党
内
融
和
に
努
め
た
こ
と
は
、
万
人
の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

内
閣
を
組
織
す
る
や
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
裡
に
開
催
し
、
ま
た
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
巧
み
に
切
抜
け
、
日
本
経
済
の
繁

栄
、
国
民
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
員
人
質
事
件
、
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ

の
軍
事
介
入
に
当
っ
て
は
、
迷
う
こ
と
な
く
西
側
の
一
員
と
し
て
の
国
際
的
な
責
任
、
役
割
を
果
た
し
、
国
際
的
な
信
頼
を
高
め
る

等
、
内
外
共
に
見
る
べ
き
実
績
を
挙
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大平正芳回想録―追想編



特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
故
大
平
総
理
が
若
手
の
学
者
、
文
化
人
等
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
田
園
都
市
、
地
方
の
時
代
、
家
庭
基

盤
の
充
実
、
総
合
安
全
保
障
、
環
太
平
洋
連
帯
等
の
各
構
想
を
研
究
成
果
と
し
て
世
に
問
い
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
日
本
の
進

路
を
示
し
、
そ
の
具
体
化
を
提
唱
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
の
政
治
家
の
発
想
と
は
一
味
違
っ
た
鋭
い
洞
察
力
、
政
治
哲
学
の
持
主

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
大
平
総
理
の
死
後
、
そ
の
死
を
悼
む
声
が
各
国
首
脳
の
間
で
高
ま
り
、
国
内
で
も
故
大
平
総
理
の
政
治
家
と
し
て
の
資
質
が
再

認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
そ
の
生
前
を
思
い
感
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

故
大
平
総
理
を
失
い
、
私
は
心
に
大
き
な
空
虚
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
一
面
、
老
残
の
身
を
さ
ら
す
こ
と
も
な
く
、
恰

も
役
者
が
舞
台
で
倒
れ
最
後
の
息
を
引
き
取
っ
た
よ
う
な
見
事
な
宰
相
の
生
涯
で
あ
っ
た
、
と
私
は
心
を
慰
め
て
お
り
ま
す
。

私
の
執
務
室
に
は
、
温
容
今
に
も
人
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
故
大
平
総
理
の
写
真
が
、
私
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

故
大
平
総
理
の
霊
は
、
こ
よ
な
く
愛
し
た
長
男
正
樹
君
の
墓
と
並
ん
で
多
磨
霊
園
に
眠
り
、
日
本
の
進
路
を
、
そ
し
て
遺
族
の
方

方
の
幸
福
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。


